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を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
支

援
者
の
方
々
が
集
い
、
専
大

の
現
状
と
発
展
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
た
。
ま
た
、
出

席
者
の
方
々
か
ら
学
校
法
人

専
修
大
学
に
対
し
、
多
額
の

寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
石
巻
専
大
生
が
都
内
の
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
食
品

開
発
な
ど
を
学
ぶ
実
践
的
な

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ

た
。
２
月
８
日
か
ら
14
日

間
、
石
巻
専
大
経
営
学
部
の

石
原
慎
士
ゼ
ミ
生
ら
２
〜
４

年
次
生
６
人
が
、
ス
ー
パ
ー

「
サ
カ
ガ
ミ
」（
髙
橋
伸
明

社
長
）
駒
込
店
な
ど
３
店
舗

に
分
か
れ
て
挑
ん
だ
。
サ
カ

ガ
ミ
の
会
長
は
専
大
Ｏ
Ｂ
の

坂
上
和
也
氏（
昭
45
経
済
）。

石
原
ゼ
ミ
が
開
発
し
た
サ
バ

だ
し
ラ
ー
メ
ン
を
販
売
し
て

い
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、

加
藤
茂
夫
経
営
学
部
教
授
が

学
長
を
務
め
る
人
材
育
成
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
流
通
農
業
大

学
」（
東
京
都
豊
島
区
）
が

企
画
。「
流
通
チ
ャ
レ
ン
ジ

塾
」
と
名
付
け
ら
れ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
学
生
が
流
通
業

界
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
た
後
、
店
舗

研
修
や
市
場
動
向
調
査
を
経

て
、
課
題
を
も
と
に
総
菜
類

を
開
発
し
、
店
頭
で
販
売
す

る
先
進
的
な
内
容
。

　
課
題
は
宮
城
県
産
ギ
ン
ザ

ケ
の
中
骨
を
加
工
し
た
「
レ

ト
ル
ト
中
骨
」
を
使
用
す
る

こ
と
。
参
加
者
は
若
手
従
業

員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

各
店
舗
の
立
地
や
客
層
に
合

わ
せ
て
炊
き
込
み
ご
飯
、
コ

募金局からのお願い

　専修大学は2019年に創立140年を迎え
ます。また、石巻専修大学も18年に創立
30年を迎えます。学校法人専修大学で
は、さらなる飛躍と発展を期すため「専

修大学創立140年・石巻専修大学創立30
年記念事業募金」（募集期間５年間）を

設け、広く募集を行っております。

　併せて熊本地震で被災した専修大学及

び石巻専修大学に在籍する学生に対し、

奨学金及び生活支援金等として「被災学

生支援金」も募集しております。

　皆様方の温かいご支援、ご協力を賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。

　お申し込み、お問い合わせは「専修大

学募金局」（☎03・3265・3157）へお願
い申し上げます。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年

が
経
過
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
専
修
大
学
の
関

係
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆

さ
ん
か
ら
の
心
温
ま
る
ご
支

援
に
、
福
島
県
民
は
大
い
に

助
け
ら
れ
、
勇
気
を
頂
き
ま

し
た
。
改
め
て
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
復
興
・
創
生
期
の

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
、

県
内
で
は
東
北
中
央
自
動
車

道
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
と
い
っ
た

交
通
イ
ン
フ
ラ
が
進
展
し
、

観
光
地
の
に
ぎ
わ
い
の
回
復

や
、
県
産
品
が
国
内
外
で
高

い
評
価
を
受
け
る
な
ど
、
明

る
い
光
が
強
ま
り
を
見
せ
て

お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
福
島
県
で
は
復

興
の
要
で
あ
る
産
業
・
経
済

の
再
生
を
図
る
た
め
に
、
既

存
産
業
の
振
興
は
も
と
よ

り
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

医
療
機
器
関
連
産
業
、
ロ
ボ

ッ
ト
産
業
と
い
っ
た
新
た
な

産
業
の
拠
点
整
備
を
進
め
な

が
ら
、
産
業
の
集
積
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
方
で
、
本
県
に
お
い
て

は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

推
進
す
る
若
い
力
が
ま
だ
ま

だ
不
足
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
専
修
大
学
で
高
い
知
性

や
人
間
性
な
ど
を
身
に
つ
け

て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
、
福

島
で
働
く
こ
と
に
関
心
を
も

ち
、
就
職
の
場
所
と
し
て
福

島
を
選
択
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の

11
月
に
、
本
県
は
専
修
大
学

と
学
生
就
職
支
援
に
関
す
る

協
定
を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
は
大
学
の

協
力
の
も
と
、
福
島
県
の
復

興
に
向
け
た
取
り
組
み
内
容

や
県
内
企
業
の
魅
力
な
ど
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
き
め
細

か
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
県
で
は
、
県
内

へ
の
就
職
に
関
す
る
様
々
な

相
談
に
応
じ
る
窓
口
と
し
て

「
福
が
満
開
、
福
し
ま
暮ぐ

ら

し
情
報
セ
ン
タ
ー
」（
☎
03

・
３
２
１
４
・
９
０
０
９
）

を
東
京
に
設
置
し
て
お
り
、

専
任
の
相
談
員
が
皆
さ
ん
の

就
職
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　
福
島
県
に
は
、
皆
さ
ん
の

力
を
思
う
存
分
発
揮
で
き
る

企
業
、
情
熱
を
受
け
止
め
る

職
場
、
成
長
を
支
え
て
く
れ

る
環
境
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
福
島
県
の
復
興

・
地
方
創
生
の
カ
ギ
を
握
る

の
は
、
次
代
を
担
う
若
い
力

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
、
就
職
活
動
を
迎
え
る

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
福
島

県
で
の
就
職
に
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
い
た
だ
き
、
無
限
の
可

能
性
を
本
県
で
発
揮
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

　
皆
で
力
を
合
わ
せ
、「
新

生
ふ
く
し
ま
」
を
築
き
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

夢
と
希
望
に
満
ち
た〝
新
生
ふ
く
し
ま
〞へ

【福が満開、福しま暮らし情報センター】

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/fui/fui-furusato-info.html

２
０
１
６
年
秋
の
叙
勲

◇
旭
日
小
綬
章

太
田
洋
氏
（
昭
32
商
経

地

方
自
治
功
労
）

〈
新
潟
県
村
上
・
岩
船
支
部

総
会
〉

▽
４
月
15
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
村
上
駅
か
ら
車
10
分

「
大
観
荘
せ
な
み
の
湯
」
旴

横
山
政
信
氏
☎
０
８
０
・
５

５
４
７
・
９
４
８
７

〈
和
歌
山
県
紀
北
支
部
総

会
〉

▽
４
月
21
日（
金
）18
時
30
分

〜
▽
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
市
駅
か
ら

徒
歩
15
分
「
Ｌ
Ａ
　
Ｖ
Ｅ
Ｒ

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
」
旴
山
本
牧
氏
☎

０
７
３
・
４
７
３
・
１
１
７
４

〈
石
川
県
支
部
総
会
〉

▽
４
月
22
日
（
土
）
17
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
か
ら
車

10
分
「
ア
ル
カ
ン
シ
エ
ル
金

沢
」
旴
丹
後
智
浩
氏
☎
０
９

０
・
８
２
６
６
・
１
６
２
６

〈
新
生
・
川
崎
支
部
総
会
〉

▽
４
月
22
日
（
土
）
15
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
か
ら
徒
歩
１

分
「
川
崎
日
航
ホ
テ
ル
」
旴

田
村
昌
男
氏
☎
０
９
０
・
２

２
１
１
・
６
９
９
３

〈
千
葉
県
支
部
連
合
会
総

会
〉

▽
５
月
７
日
（
日
）
11
時
40

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
千
葉
み
な
と
駅

か
ら
徒
歩
１
分
「
ホ
テ
ル
ポ

ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
」
※
総
会

前
に
佐
々
木
重
人
学
長
が
講

演
旴
伊
藤
隆
文
氏
☎
０
９
０

・
７
８
２
９
・
５
６
４
６

店
舗
研
修
に
取
り
組
む

石
原
ゼ
ミ
生

ロ
ッ
ケ
、
サ
ラ
ダ
ち
ら
し
を

開
発
。
い
ず
れ
も
目
標
を
上

回
る
販
売
成
績
を
達
成
し

た
。
上
野
大
樹
さ
ん
（
石
巻

経
営
３
）
は
「
流
通
の
現
場

で
ビ
ジ
ネ
ス
を
体
験
し
、
学

ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
」
と
充

実
し
た
２
週
間
を
振
り
返
っ

た
。

　
参
加
者
の
奮
闘
を
見
守
っ

た
加
藤
教
授
は
「
流
通
や
物

流
の
仕
事
を
実
践
的
に
学
べ

る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し

て
発
展
さ
せ
た
い
」
と
話

す
。
２
回
目
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
８
月
に
開
催
し
た

い
考
え
だ
。

　
流
通
農
業
大
学
は
、
２
０

１
０
年
に
当
時
サ
カ
ガ
ミ
社

長
だ
っ
た
坂
上
会
長
が
設

立
。
成
熟
社
会
の
経
営
は

「
農
」
や
「
食
」
へ
の
理
解

が
重
要
と
い
う
観
点
か
ら
幹

部
社
員
や
後
継
者
の
育
成
に

あ
た
っ
て
い
る
。

就
職
課
か
ら

　〈
４
年
次
生
へ
〉
卒
業
後

も
就
職
課
を
利
用
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
就
職
課
窓
口

で
登
録
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
Ｓ
｜
ｎ
ｅ
ｔ
の

利
用
も
可
能
で
す
。
卒
業
か

ら
３
年
以
内
は
新
卒
者
と
し

て
扱
う
企
業
も
あ
り
ま
す
の

で
、
諦
め
ず
に
就
職
活
動
を

続
け
ま
し
ょ
う
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
就
職
活

動
が
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

会
社
説
明
会
や
選
考
な
ど
が

立
て
込
ん
で
き
ま
す
の
で
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
体
調

管
理
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
23
日
（
木
）、
24
日

（
金
）
に
は
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
９
号
館
ア
ト
リ
ウ
ム
に

約
２
０
０
社
が
集
ま
り
、
合

同
企
業
説
明
会
を
行
い
ま

す
。「
興
味
の
あ
る
」
企
業

だ
け
で
な
く
、「
興
味
を
持

て
る
か
も
し
れ
な
い
」
企
業

を
見
る
こ
と
も
お
勧
め
し
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
皆
さ
ん
が

企
業
名
を
知
ら
な
く
て
も
、

業
界
内
で
は
有
名
で
あ
っ
た

り
、
高
い
シ
ェ
ア
を
持
っ
て

い
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
か

ら
で
す
。
ま
た
、
学
内
の
説

明
会
に
来
校
す
る
企
業
は
、

専
修
大
生
を
採
用
し
た
い
と

強
く
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

１
社
で
も
多
く
説
明
を
聞
き

ま
し
ょ
う
。

　
納
得
の
い
く
就
職
を
目
指

し
て
、
大
学
を
フ
ル
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
で
定
年
退
職
の
加
藤

茂
夫
経
営
学
部
教
授
の
記
念

講
演
会
と
謝
恩
会
が
１
月
21

日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
、
１
期
か
ら
39
期
ま
で

ゼ
ミ
生
２
０
０
人
が
一
堂
に

会
し
、
来
賓
と
合
わ
せ
て
２

８
０
人
が
世
代
を
超
え
て
交

流
し
た

写
真
。

　
謝
恩
会
で
は
、
加
藤
ゼ
ミ

Ｏ
Ｂ
会
長
の
北
本
雅
司
氏

（
平
２
経
営
）
が
開
会
を
宣

言
。
蔡

錫
経
営
学
部
長
、

小
笠
原
英
司
明
治
大
教
授
、

Ｆ
Ｐ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
代

表
取
締
役
社
長
の
中
原
康
雅

氏
（
昭
59
経
営
）、柿
崎
洋
一

東
洋
大
教
授
（
日
本
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
会
会
長
）、
本
郷

茂
青
山
学
院
大
教
授
（
東
都

大
学
野
球
連
盟
理
事
長
）
と

来
賓
あ
い
さ
つ
が
続
い
た
。

　
富
山
尚
德
副
理
事
長
の
乾

杯
の
発
声
で
開
宴
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
全
学
応
援

団
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
演
舞

や
吹
奏
楽
も
披
露
さ
れ
た
。

校
歌
斉
唱
で
は
、
リ
ー
ド
役

の
全
学
応
援
団
メ
ン
バ
ー
も

驚
く
大
合
唱
と
な
っ
た
。

商
・
関
根
ゼ
ミ

Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
会

　
約
四
半
世
紀
に
わ
た
り
愛

情
あ
ふ
れ
る
教
育
を
さ
れ
て

き
た
関
根
孝
商
学
部
教
授
の

定
年
退
職
を
記
念
す
る
祝
賀

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
が
３
月
４

日
、
都
内
の
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
た

写

真
。

　
約
90
人
の
参
加
者

の
中
に
は
韓
国
か
ら

駆
け
つ
け
た
卒
業
生

も
い
る
。
２
期
生
の

三
ツ
井
克
博
さ
ん

（
平
９
商
）
の
開
会

宣
言
の
あ
と
、
関
根

教
授
は
「
22
期
生
ま

で
の
ゼ
ミ
生
と
の
た

く
さ
ん
の
思
い
出
が

胸
に
刻
ま
れ
て
い

る
。
振
り
返
る
と
ほ
ん
の
一

瞬
だ
っ
た
気
が
す
る
」
と
万

感
の
思
い
で
あ
い
さ
つ
し

た
。

　
藤
居
誠
さ
ん
（
平
13
院
商

修
）
の
乾
杯
の
音
頭
で
開

宴
。
全
員
が
壇
上
で
近
況
を

語
り
、
成
長
し
た
姿
を
見
せ

た
。

　
専
修
人
と
し
て
関
根
ゼ
ミ

生
と
し
て
の
誇
り
と
自
信
を

持
っ
て
、
お
互
い
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
商
学
部
助
教
・
趙
時
英
）

専
大
の
発
展
を

支
援
す
る
集
い

　「
専
修
大
学
の
発
展
を
願

い
支
援
す
る
集
い
」
が
２
月

15
日
、
東
京
都
内
で
開
催
さ

れ
た
。
東
日
本
住
宅
代
表
取

締
役
の
桃
野
直
樹
氏
（
昭
42

法
）
の
呼
び
か
け
で
、
校
友

馬
学
術
奨
励
基
金
の
２
０
１

７
年
度
海
外
研
究
員
に
、
間

嶋
崇
経
営
学
部
教
授
（
02
年

専
修
大
学
経
営
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
単
位
取
得
）

写
真

が
決
ま
っ
た
。

　
間
嶋
教
授
は
４
月
１
日
か

ら
１
年
間
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
ウ
プ
サ
ラ
大
学
で
、
組
織

倫
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

石巻専大
石原ゼミ

実
践
的
な
流
通
学
ぶ

経営・加藤教授 謝恩会

訃　
　

報

　
佐
島
直
子
氏
（
さ
じ
ま
・

な
お
こ
）
経
済
学
部
教
授
、

相
撲
部
長

　
３
月
10
日
、61
歳
で
死
去
。

２
０
０
１
年
入
職
。
専
門
は

国
際
政
治
。

　
本
学
出
身
の
若
手
研
究
者

の
海
外
派
遣
な
ど
を
行
う
相

間
嶋
教
授
が

海
外
研
究
員
に

相
馬
学
術
奨
励
基
金

都
内
の
ス
ー
パ
ー
で
就
業
体
験

発
起
人
の
桃
野
氏
（
右
）

と
日
髙
義
博
理
事
長


